
支援者さまと国境なき医師団（MSF）をつなぐニュースレター 2 0 2 6年 8月号

「人の命を奪う世界の“危険生物”ランキング」の１位は、身近にいるあの生き物。
MSFの活動地でも、多くの命を奪っています。

その脅威に立ち向かう、MSFの最新の取り組みをご紹介します。
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　エチオピアのクレ難民キャンプに
は、2013年から続く内戦から逃れ
てきた南スーダンの人びとが身を
寄せています。ここでは2024年、
マラリアの感染率が過去５年間で
最高水準に達しました。これを受け
国境なき医師団（MSF）は、2025
年11月までに、マラリアの新ワク
チンR21※5を、５歳未満の子ども
に接種しました。
　ワクチン接種と並行して、キャ
ンプ内すべての世帯で、屋内に殺
虫剤を散布し、蚊帳を配布しまし
た。この結果、クレ病院の2025年
のマラリア関連死亡者数は、前年
より50％減少しました。
　キャンプで暮らす５人の子ども
の母親、ニャケアチェさんはこう
言います。「子どもたちが年に２回
はマラリアにかかり、以前は熱を
出すたびに命を落とすかもしれな

難民キャンプ初
新ワクチンR21を接種

アメリカ地域です。2024年、ホン
ジュラスでは16万件以上のデング
熱の感染が報告され、政府は国家
非常事態宣言を発表しました。一
方、いまもデング熱に対する特効
薬は確立されておらず、広く安全
に使えるワクチンも限られています。

　デング熱の予防に向けて、2023
年、MSFはホンジュラスであるプ
ロジェクトを開始しました。「ボル
バキア」という細菌に感染させた
ネッタイシマカを野に放ち、定着
させる方法です。ボルバキアは環
境には安全ですが、蚊の体内でウ
イルスと競合。ボルバキア蚊はデ
ングウイルスに感染しても、ウイ
ルスの増殖が抑制され、デング熱
を媒介しにくい蚊になるのです。
　デング熱の罹患率が最も高かっ

病気を媒介する蚊を蚊で
制す画期的なプロジェクト

いと、とても怖い思いをしました。
いまはワクチン接種が済んだので
安心です。子どもたちが健康に育
つ姿を見て、希望を感じられるよ
うになりました」
　クレ難民キャンプにおけるマラ
リアの死亡者数は減りましたが、
欧米諸国による国際援助資金の削
減により、人びとを取り巻く状況
は厳しさを増しています。MSFは
住民の“頼みの綱”となるべく奮闘
を続けています。

た首都郊外の街エル・マンチェン
では、ボルバキア蚊800万匹以上
を放ち、蚊の幼虫の成長抑制をは
じめ環境の改善も推進。約１年で、
例年より感染者が少なく、周辺地
域よりも感染率が低くなるまでに
状況が好転しました。
　プロジェクトの責任者を務める
エドガード・ボキンはこう話します。
「勝利宣言にはまだ早い。でも、か
つて不安をもらしていた地域住民
から『何かが変わりつつある』と
いう前向きな声が聞けるようにな
った。希望が生まれたんです」

ラリアは、世界中の熱帯・
亜熱帯地域で流行し、重
症化すると死亡すること

界の熱帯・亜熱帯地域を
中心に、患者数が増加中
のデング熱。2014年には

もある恐ろしい病気です。命を落
とす人のうち95％がアフリカ地域
の人びとで、さらにそのうち75％
が５歳未満の子どもたち※4です。

日本でも国内感染例が確認されま
した。近年、特に深刻なのが南北
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（内科医、疫学専門家）

なによりも蚊に刺されないことが重要です
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旅先で、日本で マラリア／デング熱 感染対策

病院では渡航歴の申告を
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こちらから
マイページは

日本からのスタッフ派遣状況
23の国と地域45人（2026年 6月 1日現在）

MSF連絡帳

「街頭キャンペーン」を開催中 !
見かけたら気軽にお声がけください

大国が動く戦争の陰で、静かに失われる命があります。
今号ではバングラデシュのロヒンギャ難民キャンプと、

内戦が長期化するスーダンから
国境なき医師団（MSF）の活動をお届けします。

●バングラデシュ
相次ぐ診療所閉鎖と感染症拡大

●スーダン
世界最大規模の人道危機が継続

今号の感想を
教えてください

締め切りは2026年 9月30日（水）中です。

最新の活動ニュースは
こちら

武力弾圧から

9年

内戦勃発から

3年4カ月


